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三陸沿岸道路事業促進チーム（PPP宮古箱石）

ご意見・ご感想をお寄せ下さい。

国土交通省 東北地方整備局 三陸国道事務所 PPP宮古箱石工区 事業管理班
〒027-0029 宮古市藤の川4番1号 三陸国道事務所 東庁舎103号 （TEL）0193-77-4733

サーモンくん みやこちゃん

工事現場紹介

(仮称）小山田トンネル貫通！
～宮古箱石道路の国土交通省施工では初めて～

３月２5日（金）、（仮称）小山田トンネルの貫通式が行われ

ました。貫通式には、山本宮古市長、桐田岩手県沿岸広域振興局

副局長を始め地元自治体及び住民代表、工事関係者約７０名が出

席しました。来賓代表に加えて藤原小学校、花輪小学校の児童に

よる”貫通発破”の後、北村現場代理人の音頭で万歳三唱して貫

通を祝いました。

なお、（仮称）小山田トンネルの貫通は、国が施工する宮古箱

石道路に計画されている１１箇所のトンネルのなかで、初めての

貫通となります。

岩手県で事業中の「金浜防潮堤復旧工事」に、「宮

古箱石道路」で発生する土砂及びトンネルズリを提供

することになりました。

東日本大震災からの一日も早い復旧、復興に向けて、

岩手県及び国土交通省三陸国道事務所が連携し、コス

ト縮減と工事の進捗を目指しています。

主に、腹帯地区道路工事の現場から国道106号→三

陸沿岸道路「宮古道路」→国道45号を経由して土砂を

運搬しております。平成28年10月頃までを予定して

おります。今後ともご理解とご協力をお願い致します。

岩手県「金浜防潮堤復旧工事」に

宮古箱石道路の土砂・トンネルズリ等を提供

庄ちゃんの宮古街道ぶらり旅 【第 ９ 回】 静御前

険しい断崖絶壁

に建つ”鈴ヶ神社”

着工前

3月17日（木）、「宮古箱石道路安全協議会」の主催で、

会員企業6社、監督職員、PPP、工事監督など約２０名余り

で、千徳大橋及び前後の道路清掃を行いました。

復興工事が最盛期に入り、土砂等資材運搬の車両が頻繁に

行き交う中で、路肩には小石混じりの土砂等が散見されまし

た。10時半から約1時間、スコップやほうきなどを使って清

掃しました。

安全協議会では今後とも定期的に、清掃活動等環境負荷軽

減に向けた活動を行うこととしていますので、ご理解ご協力

をお願い致します。

宮古箱石道路

安全協議会等

茂市地区道路工事 （仮）上茂市橋下部

工の施工状況をパトロール

宮古箱石道路通信の配布地域が広がります

運用中

千徳大橋周辺の道路清掃を実施

宮古から盛岡に向かい、箱石トンネルを盛岡側に抜けると右手の山の

上に『鈴ヶ神社』という小さな神社があります。

今月はこの『鈴ヶ神社』をぶらり。

この『鈴ヶ神社』がある場所は、義経北行伝説によりますと、平泉を

脱出した源義経と静御前がこの地で再会し、短期間ではありますが一緒

に過ごした屋敷跡といわれております。

静御前は、その後この地で難産のため命を落としますが、静御前を慕

う地元に方たちが神として静御前を祀ったのが『鈴ヶ神社』の始まりと

言われており、神社の名前である『鈴ヶ（すずが）』は『静（しず

か）』が訛って変化したものと言われているそうです。（山すそにある

神社の入口の鳥居の後には、静御前の供養塔があります。）

冒頭に”ぶらり”と言いましたが、神社は大変険しい断崖絶壁の上に

あるため”ぶらり”とは行けません。興味のある方は足元と体力をご確

認のうえ、お気をつけていらして下さい。

引き続き

“ 安全第一 ”で !

国道45号外 千徳小山田道路工事は、地域の皆様方のご

理解とご協力により、(仮称)小山田トンネルの貫通まで工事

を進める事ができました。現在は、並行して実施している閉

伊川橋工事と、コンクリートによるトンネルの仕上げ工事を

進めております。引き続き、工事完成に向けて、"安全第一"

で進めて参りますので、今後とも宜しくお願い致します。

前田建設工業(株) 千徳小山田道路作業所

所長 北村秀之

至藤原埠頭

至久慈 ＜三陸沿岸道路＞ 至釜石

【（仮称）小山田トンネル（盛岡側）

完成予想図】

トンネル貫通を祝い

参加者全員で万歳三唱

来賓の山本正德宮古市長よりご祝

辞をいただきました。

～県事業との連携～

宮古箱石道路の土砂・トンネルズリを提供

千徳大橋周辺での清掃状況

本年10月頃まで土砂・トンネルズリを提供

貫通発破のスイッチ ON！
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（仮）新箱石トンネルの掘削は全
長1493mのうち50mほど進んで
います。

国道への落石を防護するための
ネットを法面上に設置していま
す。

河川断面を確保するために河川敷
内の掘削を行いました。

 P２橋脚は底盤部の掘削をしていま
す。P3橋脚は土留めの鋼矢板を打設
しております。

宮 古 箱 石 道 路 （ 宮 古 市 藤 原 ～ 宮 古 市 箱 石 ） 工 事 状 況 平成2８年3月20日現在

(仮)上片巣橋P2橋脚の基礎部の掘
削を行っています。

（仮）茂市橋のA1橋台の壁鉄筋
を組み立てています。

（仮）上茂市橋のA1橋台コンク
リートの打設後の養生をしていま
す。

 トンネル掘削は全長５７７ｍのうち
３９０ｍ完了しています。

山を削って土砂を運搬していま
す。

道路の盛立てに先がけ、使用機械
の試験施工を行いました。

盛岡側の入口部では、坑門が完成
しました。この上面を三陸沿岸道
路が立体交差します。

トンネルが貫通し、小山田側の入
口が姿を現しました。
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③施工：戸田・岩田地崎JV ①施工：前田建設工業

⑤施工：大成建設 ④施工：大豊・佐田JV

⑥施工：安藤・間

②施工：松尾建設

宮古箱石道路 (宮古市藤原～宮古市箱石) 延長 約33㎞
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工事用道路、仮設備施工中 (仮)上片巣橋 橋脚 P2

（仮）腹帯第2トンネル

（盛岡側）
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（仮）下川井トンネル

（盛岡側）

トンネル坑口

（仮）下川井トンネル

（宮古側）
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閉伊川

（仮）腹帯橋P2、P3橋脚 （仮）腹帯第2トンネル（盛岡側） 宮古箱石道路（千徳側） 宮古箱石道路（松山側）

(仮)新箱石トンネル盛岡側 (仮)上片巣橋 P2橋脚 （仮）上茂市橋A1 （仮）茂市橋A2 (仮)小山田トンネル西側 (仮)小山田トンネル東側

No. 工 事 名 工 期 受 注 者 現場事務所TEL No. 工 事 名 工 期 受 注 者 現場事務所TEL

① 国道45号外 千徳小山田道路工事 H26.3.7～H28.8.31 前田建設工業㈱ 62-3162 ④ 国道106号 腹帯地区道路工事 H26.12.3～H29.6.30 大豊・佐田JV 79-1855

② 松山IC道路改良工事 H27.9.9～H28.10.4 松尾建設㈱ 64-3211 ⑤ 国道106号 下川井トンネル工事 H26.12.16～H31.3.15 大成建設㈱ 77-5653

③ 国道106号 茂市地区道路工事 H27.2.19～H31.2.28 戸田・岩田地崎JV 65-7007 ⑥ 国道106号 箱石地区道路工事 H26.12.17～H30.2.28 ㈱安藤・間 85-1525

平成２８年度 宮古箱石道路 工事一覧表

P3橋脚P2橋脚

至久慈 ＜三陸沿岸道路＞ 至釜石

P2橋脚


